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花
形
産
業
へ
の
就
職
者
の
40
％
以
上
が
地
元

大
都
市
の
出
身
者
だ
っ
た
。
町
工
場
や
個
人
商

店
等
は
、
大
手
企
業
の
設
備
投
資
の
急
拡
大
の

影
響
を
受
け
、
深
刻
な
人
手
不
足
に
陥
っ
た
。

そ
こ
を
地
方
出
身
者
が
埋
め
た
。
大
都
市
組
を

優
先
採
用
す
る
環
境
の
中
で
、
職
業
安
定
所
と

中
学
校
が
、
地
方
組
を
人
気
の
な
い
職
種
や
零

細
事
業
所
に
送
り
込
む
役
割
を
担
っ
た
。

集
団
就
職
者
は
〝
金
の
卵
〞。
そ
れ
は
雇
用

者
か
ら
の
視
点
だ
っ
た
。
労
働
環
境
は
劣
悪
。

長
時
間
労
働
に
低
賃
金
、
粗
末
な
食
事
。
金
の

ヒ
ナ
に
な
る
に
は
高
い
壁
が
あ
っ
た
。
石
に
か

じ
り
つ
き
出
世
し
、
独
立
で
き
た
の
は
ほ
ん
の

一
握
り
。
多
く
は
仲
間
で
情
報
交
換
し
、
割
の

い
い
仕
事
を
探
し
離
転
職
を
繰
り
返
し
た
。

急
速
な
経
済
成
長
は
産
業
構
造
の
変
化
を
促

し
、
様
々
な
職
業
を
生
ん
だ
。
彼
ら
の
流
動
性

の
高
さ
が
好
都
合
だ
っ
た
。
程
な
く
日
本
は
、

世
界
で
も
稀ま

れ

な
〝
総
中
流
社
会
〞
を
迎
え
た
が
、

金
の
卵
が
低
所
得
者
層
か
ら
抜
け
出
す
の
は
難

し
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
集
団
就
職
者
な
く
し

て
奇
跡
的
な
経
済
発
展
は
な
か
っ
た
。

離
転
職
は
こ
ら
え
性
の
な
い
若
者
の
浮
つ
い

た
行
動
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
都
会
の
誘
惑
や

孤
独
か
ら
挫
折
す
る
者
も
い
た
。
だ
が
大
半
は
、

既
に
就
職
先
を
決
め
ら
れ
、
割
に
合
わ
な
い

労
働
に
希
望
を
見
出
せ
な
い
若
者
た
ち
の
抵
抗

だ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
井い

沢ざ
わ

八は
ち

郎ろ
う

の
『
あ
あ

上
野
駅
』
は
希
望
と
望
郷
の
歌
。
こ
れ
に
力
を

得
た
人
も
、
悄し

ょ
う

然ぜ
ん

と
聞
い
た
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

昭
和
31
年
の
経
済
白
書
は
「
も
は
や
戦
後
で

は
な
い
」
と
宣
言
し
た
。
高
度
経
済
成
長
が
始

ま
る
。
大
都
市
圏
は
多
く
の
労
働
者
を
求
め
た
。

こ
の
時
の
高
校
進
学
率
は
51
％
。
全
国
か
ら
膨

大
な
中
学
卒
業
生
が
大
都
市
に
向
か
っ
た
。
職

安
の
係
員
や
教
師
に
引
率
さ
れ
、
15
歳
の
少
年

少
女
は
上
野
駅
や
大
阪
駅
に
到
着
す
る
。

駅
に
は
雇
用
主
が
幟の

ぼ
り

や
旗
を
掲
げ
待
っ
て
い

る
。
詰
襟
や
セ
ー
ラ
ー
服
の
集
団
は
各
職
場
に

散
っ
て
い
く
。「
集
団
就
職
」
の
光
景
だ
。
映
画
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A
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三
丁
目
の
夕
日
』。
青
森
県
か
ら

来
た
女
学
生
が
上
野
駅
17
番
線
ホ
ー
ム
に
降
り

立
つ
。
迎
え
た
の
は
鈴
木
オ
ー
ト
の
社
長
。
ダ

ブ
ル
の
ス
ー
ツ
に
中
折
れ
帽
。
一
見
紳
士
の
よ

う
だ
が
、
乗
っ
て
き
た
の
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
オ
ー

ト
三
輪
車
。
職
場
も
小
さ
な
修
理
工
場
。
イ

メ
ー
ジ
と
の
違
い
に
愕が

く

然ぜ
ん

と
す
る
。

集
団
就
職
の
背
景
に
は
農
村
の
過
剰
人
口
問

題
が
あ
っ
た
。
農
家
の
次
三
男
は
他
の
職
業
に

就
く
か
、
婿
入
り
を
選
択
す
る
し
か
な
い
。
こ

れ
に
敗
戦
前
後
か
ら
の
帰
郷
者
が
拍
車
を
か
け

た
。
加
え
て
経
済
活
動
の
拡
大
に
よ
り
、
金
属

機
械
や
繊
維
工
業
を
中
心
に
大
量
生
産
が
始
ま

り
、
多
く
の
単
純
労
働
者
を
必
要
と
し
た
。
地

方
か
ら
大
都
市
へ
の
〝
民
族
移
動
〞
が
起
き
た
。

二
人
の
明
暗
が
く
っ
き
り
分
か
れ
た
。

１
９
６
３
年
、
鹿
児
島
か
ら
大
阪
に
出
た
森も

り

内う
ち

一か
ず

寛ひ
ろ

。
母
子
家
庭
に
育
ち
、
新
聞
配
達
で
家
計

を
助
け
た
。
寿
司
職
人
を
目
指
し
た
が
１
か
月

で
辞
め
る
。
故
郷
で
食
堂
の
皿
洗
い
。
そ
の
後

大
阪
と
東
京
と
を
往
復
す
る
。
17
回
も
転
職
。

幸
運
に
も
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
「
リ
ズ
ム
歌
合
戦
」

で
優
勝
。
18
歳
の
し
ゃ
が
れ
声
の
若
者
は
『
女

の
た
め
い
き
』
で
デ
ビ
ュ
ー
。〝
森
進
一
〞
は
歌

謡
界
を
代
表
す
る
歌
手
と
な
っ
た
。

１
９
６
５
年
、
青
森
か
ら
東
京
に
出
た
永
山

則
夫
。
家
庭
は
崩
壊
し
極
貧
の
暮
ら
し
。
渋

谷
の
果
物
店
で
働
く
。
あ
る
時
、
中
学
時
代

の
窃
盗
事
件
が
知
ら
れ
店
を
飛
び
出
す
。
鉄
工

所
、
米
屋
、
牛
乳
屋
…
。
最
初
は
必
死
に
働
く

が
、
人
と
馴な

染じ

め
ず
逃
げ
出
す
。
常
に
責
め
ら

れ
る
と
の
強
迫
観
念
に
苛
ま
れ
た
。
絶
望
や
孤

独
。
米
軍
基
地
か
ら
拳
銃
を
盗
む
。
１
月
足
ら

ず
で
４
人
を
殺
害
。
19
歳
だ
っ
た
。

獄
中
で
読
書
に
目
覚
め
る
。
難
解
な
哲
学
や

文
学
書
を
読
破
す
る
。
１
９
７
１
年
に
発
表
さ

れ
た
『
無
知
の
涙
』
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る
。

「
貧
乏
と
無
知
が
事
件
を
起
こ
し
た
。
貧
乏
こ

そ
悪
の
温
床
で
あ
る
…
」
裁
判
で
も
貧
困
に
隠

さ
れ
た
深
刻
な
問
題
は
見
逃
さ
れ
た
。

１
９
９
７
年
に
処
刑
。〝
永
山
的
犯
罪
〞
は
今

も
続
い
て
い
る
。
個
人
個
人
が
分
断
さ
れ
、
永

山
少
年
が
抱
え
た
孤
独
や
生
き
づ
ら
さ
と
い
う

心
の
闇
は
、
よ
り
深
く
な
っ
て
い
る
。
貧
困
と

孤
独
が
社
会
を
蝕む

し
ば

む
こ
と
を
恐
れ
る
べ
き
だ
。

「
森も
り

進し
ん

一い
ち

と
永な
が

山や
ま

則の
り

夫お

」

市長の手控え帖
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